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虫の関係 に関する研究は多 く蓄積 され、害虫防除に多大な貢献をしている
が、雑草 と昆虫の関係については僅かで、雑草の生物的防除を発展させる
うえで問題を残 している。作物は播種から収穫まで人為的な管理下にあり、
害虫の発生動向もまた栽培環境の影響 を強 く受けていることが知 られてい
る(桐 谷、1986)。一方、耕地にひとりでに生えるのが雑草であ り(笠原、
1979)、昆虫は発芽から枯死まで自然条件下にある寄主植物の発生生態の











(4令)は踊化に先立ち、茎に羽化脱出孔(小 窓)を 作 るが、休眠幼虫は























入率は明期で高 く、艀化 リズムが生存率に及ぼす影響は大 きいといえる。
3)2つ の生長相:本 種の休眠率は栄養生長相のヒエを餌 とした場合低
く,、生殖生長相の場合は上昇し、休眠の誘起は日長と温度に加えてヒエの
生育ステ壁ジの影響を強 く受けることが分かった(図2)6非 休眠か ら休









蠕には水の悪影響は全 くみ られなかった。また、小窓を含む茎を水没 した 『
ところ、羽化成虫は何等支障なく水面に飛び出すことができた。これらの
ことから、ヒエホソメイガは卵から成虫までの全ステージにわたって耐水





下の4つ の時期に大 きく分け られる。
1)夏:気 温が好適(約15℃の発育零点以上の気温)で 、寄主条件が栄
養i～生殖生長相 となる6～9月 に本種は2～3世 代を繰 り返 した(図3、
図4)。





3)冬:9月 傘 ら1丹 にかけて野外気温の低下とともに(図5-A)血
液あるいは虫体の トレハロ門ス含量は連続 して上昇 し、珍～1月にかけて
ピークを示 した!図5-B、 ・C)g本種は低温(0～15℃)、に反応 して トレ
ハロース含量 を増加 させ てお り(図6-A)、、また、一トレハロース含量が高














エ(Ecr認gα〃`var.cr粥8α㈲ が同一水田に発生 しているが、生 理
生態的性質は両種のヒエで大きく異なっていた(表3)。 タイヌビエは初 一
期生育が遅 く生長相の転換時期が遅 く、茎は細 くて軟弱など、イネの随伴
植物(YABUNO、1961)としての特徴が一層浮き彫 りになった。一方、イ






















に対 し様々な耐性を発達させているなど、図9、 表5に 示 されるようにヒ
エおよび環境に対する深い適応性が認められた。しかし、ヒエホソメイガ 、





































産卵+.日 没後+(変 化前後)+(変 化直後)+(変 化 直後
の暗期)
鰐化+日 中+(高 温期)、+(明 期)+(明 期)


















ヒエ の 葉 令
図2ヒ エ の生 育 ス テー ジ とヒエ ホ ソ メ イガ幼 虫
の休 眠率(1986年7月25日)
●:タ イヌ ビエ 、○::イヌ ビエ
表2ヒ エホソメイガの耐水性



















































































































































































処 理 温 度(℃)
図6温 度処 理(30日間)し た越 冬 幼 虫 の トレハ ロ 一ース含量(A)と













処 理 温 度(℃)
図7越 冬幼虫の全炭水化物含量(ト レハロース+グ リコーゲン)
に及ぼす温度および湿度の影響(1992年12月19日)

























































































































































































































































































































































































































































































































































































ヒエの種類 生長相 性質 ヒエホ ソメ イガの反応
タイヌビエ 栄養生長相 栄養生長相の 非休眠期間が長い
期間が長い 被害を及ぼす期間が長い




































○:接 種区平均値、●:非 接種区平均値、縦線:標 準偏差値
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⑱潔 髄をt睡 冬幼虫 蟻.








































































よび環境条件の季節変化,並 びに水田に発生する2種 のヒエと関わらせて研究 し,以下のことを
明らかにしたものであるρ
1序 跡 ソメイガの産卵・艀化偉 入・靴 ・鵬 ρ諸磯 およびこ紡 のリ卒 の撫 ・








3,、.1タ.イ`ヌビエ とイヌビ午 の生理生態は大 きく異 な り,本 種 は,随 伴植物 としての性 質を持つ
前者 よ りぽ雑草的性質を持つ後者 に,よ り高い適応性 を示 した。 また,本 種の被食 に よるヒエの
鰹 矯 季生騨 聯 弊 長期?早llタイ璽 大きな被害を与えることが明
以≒のようた2・ヒ脅 デ轡 イガ問の概 作用を生理生態学的立場から明枷 ・し誠 果
は・勉 騨 噸 的雌 準騨 る上噸 な肇 騨 鷲 禍 のであ・… て・
轡1驚轡 脚 轡瀞碗讐
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